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感謝の言葉を口に！
ノーベル賞受賞者やスポーツで優勝した人は、必ず「仲間の存在」「周りからの

協力」などの感謝の気持ちを口にします。一番になった人ほど、「一人ではできま
せんでした」と言いますよね。
いつもイライラしている。何をやってもうまくいかない。そんな方は、もしか

したら感謝の気持ちが欠けているのかもしれません。自分で全てできると思い込
んでいたり、自分が一番だと天狗になっていたりしては、周りの人たちはどんど
ん離れて行ってしまうでしょう。
そこで、感謝の気持ちと「ありがとう」の言葉の大切さについて先日の PTA 全

体会でお願いしました。その後，家庭では「ありがとう」を言う機会は増えてい
ますか？はずかしがらずに家族で「ありがとう」を増やしてみませんか！？

長かった2学期もあと1週間です。大きな行事もありました。勉強
も運動も頑張りました。テストもたくさんありました。その締め
の1週間です。最後だからこそ、これまで当たり前にやっていたこ
とを当たり前にやり続けましょう。家の中ではなかなか成長を見
つけることは難しいことかもしれません。これから年末にかけて、
人前に出たときの行動でも成長を見つけることはできます。

社会のルールを教える機会逃していませんか。自分がしていることに気
づかせることが大事 （ゴミを落としても拾わない、etc.）
NGワード「係の人が見ているからやめなさい、先生に怒られるド」

人のことを考えられる。他の困っていることをみて心が動く。普段の
会話が「～はだめだね」「学校なんか～」ネガティブ会話の多い状態で
は、なかなか育ちません。よいこと探しの会話をしてみましょう。
NGワード「○○のようにはならないようにね」周りの人にレッテルを

貼ってしまえば、子どもは人を馬鹿にしたり下に見たりします。

テレビやゲーム、お菓子、ジュースなど我慢させていますか。好きな
ことやられない・・とネガティブにとらえさせるのでなく「我慢って目
標を達するために必要なんだよ。」 また、人にゆずる経験も大事です。
NGワード「今回だけは特別にいいよ」 例外は認めないこと。

ひっぱれーみわっこ！

12月9日（日）に羽後体育館で行
われた小学生綱引き選手権では6年
生有志の皆さんが，強豪チームを相
手に堂々とした戦いぶりで優秀な成
績を上げました。
6年生の学年 PTA が主体となって 男子 女子

練習（平日の昼休みや土曜日）から ヒーロー BOY'S みわっこガールズ
試合まで準備してくれました。本校 優勝 準優勝
では6年生の伝統行事となっていま
す。保護者のチームワークも見事でした。1月には全県大会への出場もするということですので，
仲間とともにやれる喜びを感じつつ頑張ってください。6年保護者の皆さんありがとうございま
す。また，たくさんのコーチ陣を要請していただき，さらにありがとうございます。
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